
まちづくりワークショップ成果報告書 

 

研究日時  平成２０年２月２４日（日） 

１３：３０～１６：００ 

場  所  総合体育館研修室 

 

１ グループ名  企画総務グループ 

２ 研 究 成 果  別紙のとおり 

３ グループメンバー 

 (1) 公募住民（２名） 

  佐々木年郎 高橋英樹 

(2) 団体・機関（１名） 

 廻洋子（淑徳大学） 

(3) 準備委員（７名） 

荒田光男（ファシリテータ） 千葉広 三上芳邦 吉田政三 

久冨富明 笛木隆雄 山本雅則 

(4) 職員（２名） 

萩原清司（自治環境課） 伊東正男（政策推進係） 

 

  

 

 

 

 



・ネットの拠点
・HP

・拠点設営

・情報発信

・目的の明確化

良い点

・拠点 場所はあるのか

・予算はつくのか

・役割を明確化できるか

・人材はいるのか

懸念点／留意点

常設協まち
窓口の設置
住民の意見
要望を聞く

ネット
ワークの
樹立

会の目的

代表

協まち
ネットの
規約の制

定

組織を明
確にわか
りやすく

活動グループ
のジョイント化

と
役場各課の互
換性をもたす

事

継続の担保
は？

ボランティアの
みでは限界

参加・継続
性の担保

目的を明確にし、
その達成の為
の手段を考え
（情報伝達）そ
の遂行の組織を

考える

拠点（活動の）
・集会所の開放
・福祉センター
の必要性

ネットの拠
点からの情
報発信

庁舎（行政）
の組織を明
確にする（公

報）

庁舎のシステム
窓口各課
行政と住民の関
係

対面式拠点と
HP拠点は同じ

マネジメントが
望ましい

役場の1階
に事務局を

置く

人材育成
リーダーや
ファシリテー
ターの養成

目的を明確
にする（ゴー
ルを明確に

する）

○ ネットワークの拠点・組織 13Ｐ

※ タイトル右欄の数字は、相互評価ポイント

企画総務グループ



町の生き残
り作戦を協
働で考える
時期が来た

三芳町では
公募制度
が定着して
きた（良い

点）

動向 かなり速い
速度で町の経営
が求められている
Responsibility/
Accountability 
marketability

日ごとに町の発
展に役立ちたいと
いう人が見られる
ようになったが、
きっかけが見つか

らない

課題 現在活動
中の諸団体と今
日の協まちとど
うブリッヂするか

新しい出
会い

会員の参
加条件

参加する
ことの喜

び

楽しい

情報発信協まちネット
のＰＲ 女性
層を増やす
（多く募る）

楽しい参
加するシ
ステムづ

くり

団体の交
流会

会議

課題 住民は
“ややこしい”こ
とには、かかわ
りたくないという
気持ちが多く見
える

自己実現

出前講座
（諸団体
へ）

住民の参
加の方法

参加目的
･団塊世代(退職・

高齢者増）
・地域住民の親睦
・教養、趣味

会合の前
か後に学
校給食を
食べる

たまには、
屋外で行

う
人集めはイ
ベントを利用

する

既存情報の集約
・活動団体
・個人
・有償,無償

（どんなものがある
か）

実施段階で
“仮称”運営
委員会の役
割を明確に
すべき

行政と住民の
ニーズの関係
各課の対応シ
ステムを見直
す

出前講座
垂幕を出
す

弱くても焦点
を早めに決
め、だんだん
仲間を増や

す

団体の交
流会

三芳町の
よい点を
探し出そ

う

自治会の
活用

諸団体に対し住民
団体をうったえるこ
とができる団体とそ
うでないものの区

別

公民館を使
用しての活
動報告

公報・機
関紙の発

行

農業団体
の活用

福祉施設
・高齢者（デイ
サービス、入･通
所）
・障害者

イベント
の対象を
明確に

PTAの
活用

団体
・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ
・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡会
・公民館活動団体
・各町会、自治会

町のメディア
（広報・HP・町
長への手紙）
の活用

・どんな方法で

・参加のためのPR

・モチベーション

良い点

・既存団体のリストアップ

・リストの精査

良い点

・リストの精査は本当にできるのか

懸念点／留意点

○ 住民参加 ２４Ｐ

○ 既存団体の連携 ２１Ｐ


